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美浜町のニュース

MIHAMA NEWS

■ お問い合わせ先
　町観光誘客課(担当･武田)
　☎32‐6705観光案内コンシェルジュを任用

訪日外国人へのおもてなしを充実

令
和
7
年
に
開
催
さ
れ
る
日
本

国
際
博
覧
会(

大
阪
・
関
西
万
博)

を
見
据
え
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に

対
応
し
た
観
光
案
内
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ
と
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
語

や
英
語
、
日
本
語
を
話
す
こ
と

が
で
き
る
ロ
ペ
ル
・
オ
ー
レ
リ

さ
ん(

フ
ラ
ン
ス
出
身)

を
任
用
す

る
こ
と
と
し
、
1
月
15
日
に
町
役

場
で
任
用
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

オ
ー
レ
リ
さ
ん
は
、こ
れ
ま
で

フ
リ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て

日
本
全
国
を
巡
り
、夫
の
ジ
ー
リ
・

ジ
ュ
リ
ア
ン
さ
ん
と
と
も
に
日
本

の
景
色
や
文
化
、観
光
を
フ
ラ
ン

ス
人
に
伝
え
る
本
を
計
3
冊
出
版

し
て
お
り
、そ
の
中
で
訪
れ
た
本

町
の
豊
か
な
自
然
に
惹
か
れ
、令

和
5
年
9
月
に
東
京
か
ら
本
町
へ

移
住
し
て
き
ま
し
た
。

　

任
用
式
で
オ
ー
レ
リ
さ
ん
は
、

｢

日
本
語
を
も
っ
と
覚
え
て
、
地

元
の
人
た
ち
と
交
流
を
深
め
な
が

町

ら
美
浜
町
の
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
を
頑
張
っ
て
い
き
た
い｣

と
述

べ
て
い
ま
し
た
。

　

オ
ー
レ
リ
さ
ん
は
、
町
観
光

誘
客
課(

Ｊ
Ｒ
美
浜
駅
内)

に
勤
務

し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
て
外
国

人
に
観
光
ス
ポ
ッ
ト
等
の
提
案
や

美
浜
の
魅
力
発
信
を
行
う
と
と
も

に
、
外
国
人
目
線
で
観
光
資
源
の

発
掘
等
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

町立図書館が｢サピエ｣に入会

すべての人が読書を楽しめるように

で
は
、
3
月
16
日
の
北

陸
新
幹
線
敦
賀
開
業
や

る
た
め
、
視
覚
障
害
者
情
報
総
合

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク｢

サ
ピ
エ｣

に
入
会

し
ま
し
た
。

　

サ
ピ
エ
は
、
視
覚
障
が
い
者

や
活
字
に
よ
る
読
書
が
困
難
な

方
が
利
用
で
き
る
コ
ン
テ
ン
ツ

を
は
じ
め
、
暮
ら
し
に
役
立
つ

身
近
な
情
報
等
、
さ
ま
ざ
ま
な

情
報
を
提
供
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
す
。

　

サ
ピ
エ
へ
の
入
会
に
よ
り
、

利
用
者
か
ら
の
要
望
に
応
じ

て
、
無
料
で
図
書
の
音
声
デ
ー

タ
を
Ｃ
Ｄ
化
し
た
り
、
点
字
図

書
を
取
り
寄
せ
た
り
し
て
貸
し

出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

当
図
書
館
で
サ
ピ
エ
を
利
用
で

き
る
の
は
、
町
民
で
視
覚
障
が
い

者
や
視
覚
に
よ
る
表
現
の
認
識
が

困
難
な
方
、
寝
た
き
り
・
麻
痺
等

に
よ
り
資
料
を
持
っ
た
り
ペ
ー
ジ

を
め
く
っ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
方
で
す
。

町
立
図
書
館
で
は
、
読
書
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
推
進
す

■ お問い合わせ先
　町生涯学習推進課
　町立図書館(担当･竹内)
　☎32‐0083

　

な
お
、
北
陸
3
県
の
町
立
図

書
館
で
サ
ピ
エ
に
入
会
し
て
い

る
の
は
当
図
書
館
の
み
で
、
県

内
で
は
、
県
立
図
書
館
・
鯖
江

市
図
書
館
に
次
ぐ
3
館
目
の
入

会
と
な
り
ま
し
た
。

町
で
は
、
今
後
も
す
べ
て
の

人
が
読
書
に
よ
る
文
字
・
活
字

文
化
の
恩
恵
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
、
読
書
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

美浜発電所の状況について美浜発電所の状況について

美浜1号機 廃止措置中(平成29年4月19日～)

美浜2号機 廃止措置中(平成29年4月19日～)

美浜3号機 運転中(令和6年2月14日～)

↑戸嶋町長 ( 右 ) に抱負を述べるオーレリさん ( 左 )

関
西
電
力
㈱
美
浜
発
電
所

3
号
機
が
営
業
運
転
を
開
始

　

美
浜
3
号
機
で
は
、
令
和
5
年
10

月
か
ら
第
27
回
定
期
検
査(

※
１)

を
実
施
し
て
お
り
、
原
子
炉
本
体
や

原
子
炉
冷
却
系
統
設
備
、
放
射
線
管

理
設
備
等
の
点
検
や
化
学
体
積
制
御

系
統
抽
出
水
オ
リ
フ
ィ
ス
取
替
工

事
、
2
次
系
配
管
の
点
検
・
取
替
等

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
点
検
及
び
工
事
が
完
了

し
た
の
ち
、
美
浜
3
号
機
は
、
1
月

18
日
に
原
子
炉
起
動
、19
日
に
臨
界
、

20
日
に
発
電
機
並
列(

送
電
開
始)

を
行
い
、
定
期
検
査
の
最
終
段
階
で

あ
る
調
整
運
転
を
開
始
し
ま
し
た
。

2
月
14
日
に
最
終
検
査
で
あ
る
総
合

負
荷
性
能
検
査(

※
2)

が
完
了
し
、

同
日
、営
業
運
転
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

次
回
の
定
期
検
査
は
、
令
和
7
年

3
月
頃
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

※
1 
原
子
力
発
電
所
で
は
、
原
子
炉
等
規
制
法
に

基
づ
き
、
設
備
を
安
全
な
状
態
に
保
ち
、
ト

ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
止
し
て
安
定
し
た
運
転

を
続
け
る
た
め
、
定
期
的
に
発
電
を
停
止
し
、

検
査
を
行
い
ま
す
。

【第 27 回定期検査の作業工程 ( 実績 )】

工程 R5.10 月 R5.11 月 R5.12 月 R6.1 月 R6.2 月

① 1 次冷却材
　系統降温

②原子炉容器開放

③燃料取出

④ 1 次系
　ポンプ弁点検

⑤燃料装荷

⑥原子炉容器組立

⑦起動試験

⑧ 1 次冷却材系統
　漏えい検査

⑨起動前弁点検

⑩原子炉起動試験

⑪出力上昇試験

化学体積制御系統
抽出水オリフィス
取替工事

●

解列 ( 送電停止 )
(10 月 25 日 )

●

並列 ( 送電開始 )
(1 月 20 日 )

●

総合負荷性能検査
(2 月 14 日 )

主要作業
その他作業

※
2
定
期
検
査
の
最
後
に
実
施
す
る
検
査
で

あ
り
、
定
格
熱
出
力
一
定
運
転(

熱
出
力

１
０
０
％)

の
状
態
で
、
主
要
な
設
備
の
運

転
状
態
や
各
種
パ
ラ
メ
ー
タ
が
正
常
な
状
態

で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
発
電
所
が
安
定
し

て
連
続
運
転
で
き
る
こ
と
を
確
認
し
ま
す
。

↑町立図書館 ( なびとしょ )
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関
西
電
力
㈱
が
使
用
済
燃
料
乾
式
貯
蔵
施
設
の

　
　

設
置
計
画
に
係
る
事
前
了
解
願
い
を
提
出

　

関
西
電
力
㈱
は
、
使
用
済
燃
料
対
策
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ(

下
段
参
照)

を
令
和
5
年
10
月
に
策
定
し
、
使

用
済
燃
料
の
県
外
搬
出
を
着
実
に
実
施
す
る
と
と

も
に
、
発
電
所
が
継
続
し
て
運
転
で
き
る
よ
う
取

り
組
む
強
い
決
意
と
覚
悟
を
示
し
て
お
り
、
福
井

県
知
事
よ
り
一
定
の
前
進
が
あ
っ
た
と
評
価
を
受

け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
中
で
検
討
を
進
め
る
と
さ

れ
た
使
用
済
燃
料
乾
式
貯
蔵
施
設
に
つ
い
て
、
2
月

8
日
に
、
町
は
関
西
電
力
㈱
か
ら｢

原
子
力
発
電
所

周
辺
環
境
の
安
全
確
保
等
に
関
す
る
協
定
書｣
第
3

条
第
2
項(

※)

に
基
づ
く
、
使
用
済
燃
料
乾
式
貯

蔵
施
設
の
設
置
計
画
に
係
る
事
前
了
解
願
い
の
提
出

を
受
け
ま
し
た
。

【関西電力㈱が公表している使用済燃料対策ロードマップ】

◆容量・設置位置等 ◆貯蔵方式(個別格納方式)

容　　量：最大10基、約100ｔ
設置位置：

工　　期：2026年～2030年

　輸送・貯蔵兼用キャスクに衝撃吸収カバーを取り付け、

横向きの状態で架台に載せ、基礎等に固定しない方法を採

用します。

　発電所敷地境界外での放射線量を低減するため、遮蔽用

の鉄筋コンクリート製の格納設備をキャスクごとに設置す

ることで敷地境界外における空間線量率は、原子炉施設本

体等からの線量を含めても原子力発電所(軽水炉)周辺の線

量目標値である年間50μSvを十分下回ります。

　この方式は、乾式貯蔵に係る規制が見直され(※)、安全

性が確保されたさまざまな貯蔵方式に対応したことを受け

たものです。
※ 原子力発電所敷地内での輸送・貯蔵兼用乾式キャスクによる使用済燃料

の貯蔵に関する審査ガイド(令和元年3月)

◆安全機能
除  熱  機  能：

閉じ込め機能：

遮  蔽  機  能：

臨界防止機能：

堅  　牢 　性：

発生する熱をキャスクの表面に伝え、外気で冷却する

一次蓋、二次蓋の二重蓋で密封を維持し、放射性物質を閉じ込める

金属製の胴・蓋や中性子遮蔽材等により放射線を遮蔽する

バスケットにより使用済燃料の間隔を保ち臨界を防止する

地震時に作用する力、竜巻による飛来物の衝突、森林火災等の自然現象及び地震等による

格納設備損傷の影響に対しても安全機能が維持できる

◆輸送・貯蔵兼用キャスクの主な仕様

年度 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035

六ケ所再処理工場

使用済 MOX 燃料
再処理実証研究

中間貯蔵施設

竣　

工

各電力会社の使用済燃料の再処理

70t 170t 70t (徐々に800tに増加) 800t 800t 800t 800t 800t

各電力会社の使用済燃料受入れ(発電所から搬出)

70t 170t 70t (徐々に800tに増加) 800t 800t 800t 800t

高浜発電所からフランスへ搬出(オラノ社への搬出200t)

中間貯蔵施設 操業

胴(金属製)

中性子遮蔽材

バスケット

二次蓋

衝撃吸収カバー

電熱フィン
一次蓋

衝撃吸収カバー

三次蓋(衝撃吸収カバーを取り付けるために必要となる蓋)

　乾式貯蔵施設の概要　

　輸送・貯蔵兼用キャスクの概要　

主要寸法
( キャスク本体 )

全長約5.2m
外径約2.5m

収容燃料
15 × 15 型
ウラン燃料

使用済み燃料
収納体数

21 体

収納する燃料の
冷却期間

15 年以上

設計貯蔵期間 60 年

図－１

使用済燃料乾式貯蔵施設の設置計画の概要

施設の概要

【貯蔵方式（個別格納方式）】

➢ 輸送・貯蔵兼用キャスクに衝撃吸収カバーを取り付け、横向きの状態で架台に載せ、

基礎等に固定しない方法を採用。

➢ 発電所敷地境界外での放射線量を低減するため、遮蔽用の鉄筋コンクリート製の格納設

備をキャスクごとに設置。敷地境界外における空間線量率は、原子炉施設本体等からの

線量を含めても目標値である年間50μSvを十分下回る。

➢ この方式は、乾式貯蔵に係る規制が見直され※、安全性が確保された様々な貯蔵方式に

対応したことを受けたもの。

※原子力発電所敷地内での輸送・貯蔵兼用乾式キャスクによる使用済燃料の貯蔵に関する審査ガイド（２０１９年３月）

※上図はイメージであり、輸送・貯蔵兼用キャスクの配置は設置基数、敷地形状、遮蔽設計等を踏

まえ設定する。

【容量、設置位置等】

鉄筋コンクリート製パネルをボルト等で接合

鉄筋コンクリート製パネル

※ 上図はイメージであり、輸送・貯蔵兼用キャスクの配置は設置基数、敷地形状、遮蔽設計等を踏まえ設定します。

【
事
前
了
解
願
い
及
び
乾
式
貯
蔵
施
設
の
概
要
】

　

使
用
済
燃
料
の
中
間
貯
蔵
施
設
へ
の
よ
り
円
滑
な

搬
出
、
更
に
搬
出
ま
で
の
間
、
電
源
を
使
用
せ
ず
に

安
全
性
の
高
い
方
式
で
保
管
で
き
る
よ
う
、
発
電
所

か
ら
の
将
来
の
搬
出
に
備
え
て
発
電
所
構
内
に
使
用

済
燃
料
乾
式
貯
蔵
施
設
を
設
置
す
る
。

・
設
置
位
置(

次
項
参
照)

・
貯
蔵
方
式(

次
項
参
照)

・
構
造
及
び
設
備(

次
項
参
照)

・
容
量　

最
大
10
基　

約
１
０
０
ｔ

・
計
画　

２
０
２
６
年
~
２
０
３
０
年
頃

70t 70t 60t

・ 六ヶ所再処理工場の2024年度上期の出来るだけ早い時期の竣工に向け、関西電力を中心に、審査・検査

に対応する人材を更に確保

・ 2025年度から再処理開始、2026年度から使用済燃料受入れ開始。再処理工場への関西電力の使用済　

燃料の搬出にあたり、必要量を確保し搬出するよう取り組む

・ 使用済MOX燃料の再処理実証研究のため、2027年度から2029年度にかけて高浜発電所の使用済燃料　

約200tをフランス・オラノ社に搬出

　更に実証研究の進捗・状況に応じ、フランスへの搬出量の積み増しを検討

・中間貯蔵施設の他地点を確保し、2030年頃に操業開始

・ 中間貯蔵施設の操業を開始する2030年頃までの間、六ヶ所再処理工場及びフランス・オラノ社への搬出

により、使用済燃料の貯蔵量の増加を抑制

・ あらゆる可能性を組み合わせて必要な搬出容量を確保し、着実に発電所が継続して運転できるよう、　　

環境を整備する

・本ロードマップの実効性を担保するため、今後、原則として貯蔵容量を増加させない

・ 使用済燃料の中間貯蔵施設へのより円滑な搬出、さらに搬出までの間、電源を使用せずに安全性の高い　

方式で保管できるよう、発電所からの将来の搬出に備えて発電所構内に乾式貯蔵施設の設置を検討

※
原
子
炉
施
設
に
重
要
な
変
更
を
行
お
う
と
す
る
と
き
は
、
事
前
に

了
解
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

町
と
し
て
は
、
提
出
さ
れ
た
事
前
了
解
願
い
に
つ

い
て
、
安
全
安
心
の
最
大
限
の
確
保
や
地
域
の
振
興

等
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
総
合
的
に
判
断
し
て
い

き
ま
す
。
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Mihama　Information

〒 919-1192　美浜町郷市 25-25

 ☎　0770-32-1111( 代表 )

FAX　0770-32-1115( 代表 )

HP    https://www.town.fukui-

      mihama.lg.jp/

情報BOX
Mihama Information 

美浜町役場

お
知
ら
せ

　

一
般
家
庭
用
の
下
水
道
使
用
料
は
、
原

則
と
し
て
住
民
票
の
世
帯
人
数
で
計
算
し

ま
す
。
世
帯
人
数
に
異
動
が
あ
っ
た
時(

転

入
・
転
出
・
出
生
・
死
亡
等)

は
、｢

世

帯
人
員
変
更
届
出
書｣

の
提
出
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
単
身
赴
任
や
進
学
、
長
期
入
院

等
の
特
別
な
理
由
に
よ
り
、
美
浜
町
に
住

民
票
を
置
い
た
ま
ま
町
外
に
転
出
し
た
時

も
、
届
出
に
よ
り
減
員
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
の
場
合
は
、
届
出
時
に
特
別
な

理
由
が
確
認
で
き
る
書
類(

在
学
証
明
書
、

入
居
先
ア
パ
ー
ト
の
賃
貸
借
契
約
書
等)

を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
特
別
な

理
由
に
よ
り
減
員
と
な
っ
て
い
る
方
が
世

帯
に
戻
ら
れ
た
時
に
は
、
必
ず
増
員
の
届

出
を
お
願
い
し
ま
す
。

下
水
道
使
用
料
の
世
帯
人
数
に

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
か

下
水
道
に
汚
水
を
流
す
際
は

ご
注
意
く
だ
さ
い

　

下
水
道
は
、
自
然
や
皆
さ
ん
の
生
活
環

境
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
の
公
共
の
財
産

で
す
。
下
水
道
に
汚
水
を
流
す
際
は
、
一

人
ひ
と
り
が
十
分
に
注
意
し
て
、
大
切
に

正
し
く
使
用
し
な
け
れ
ば
故
障
の
原
因
と

な
り
、
設
備
の
寿
命
を
縮
め
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
設
備
の
長
寿
命
化
の
た
め
、
設

備
を
正
し
く
利
用
す
る
と
と
も
に
、
定
期

的
な
点
検
と
清
掃
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

　

下
水
道
に
汚
水
を
流
す
際
は
、
次
の
点

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

①
野
菜
く
ず
や
食
べ
残
し
等
の
生
ご
み
は
、

流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

②
使
用
後
の
天
ぷ
ら
油
は
、異
物
を
取
り

除
き
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
に
入
れ
て
、最

寄
り
の
回
収
場
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

③
ア
ル
コ
ー
ル
や
ガ
ソ
リ
ン
、オ
イ
ル
等

は
、下
水
道
施
設
を
損
傷
す
る
だ
け
で

な
く
、火
災
や
爆
発
を
起
こ
す
原
因
に

な
り
ま
す
の
で
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

④
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
以
外
の
も
の

︵
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、ウ
エ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、

生
理
用
品
等
︶は
、下
水
管
を
詰
ま
ら
せ

る
原
因
に
な
り
ま
す
の
で
、流
さ
な
い
で

く
だ
さ
い
。

　
　

町
上
下
水
道
課(

担
当
・
金
田)

　
　

☎
32
︲
１
３
４
１

問

　

そ
の
他
、
使
用
者
の
名
義
を
変
更
し

た
い
場
合
に
は｢

水
道
使
用
異
動
届｣

や｢

下
水
道
使
用
者
変
更
届
出
書｣

の

提
出
が
必
要
で
す
。

　

各
種
届
出
書
は
、
町
上
下
水
道
課
窓
口

ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
福
井
県
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
も
可
能
で
す
。

　
　

町
上
下
水
道
課(

担
当･
宇
都
宮
︶

☎
32
︲
１
３
４
１

問

↑各種届出書
　はこちら

　単身赴任や進学等で減員されていた
方が世帯に戻られた場合は、必ず増員
の届出をお願いします。
　増員の事実が後で判明した時は、
遡って下水道使用料を納付いただくこ
とがあります。

　

令
和
6
年
度
軽
自
動
車
税(

種
別
割)

は
、
令
和
6
年
4
月
1
日
時
点
の
原
動
機

付
自
転
車
や
軽
自
動
車
、
小
型
特
殊
自
動

車
、
二
輪
の
小
型
自
動
車
の
所
有
者
に
対

し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

廃
車
や
譲
渡
、
町
外
へ
の
転
出
の
際
に

は
、
速
や
か
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
納

税
義
務
者
が
亡
く
な
ら
れ
た
場
合
に
は
、

名
義
変
更
ま
た
は
廃
車
の
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

軽
自
動
車
税(

種
別
割)

の

申
告
に
つ
い
て

※
廃
車
し
た
場
合
で
も
廃
車
申
告
を
し
て
い
な
い
場
合

は
、
課
税
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●

軽
自
動
車
税(

種
別
割)

の
廃
車
申
告

　

原
動
機
付
自
転
車(

１
２
５
㏄
以
下)

や
小
型
特
殊
自
動
車
は
、
町
税
務
課
窓
口

で
申
告
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

【
廃
車
申
告
に
必
要
な
も
の
】

　

①
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

　

②
軽
自
動
車
税(

種
別
割)

廃
車
申
告

　
　

書
兼
標
識
返
納
書

※
軽
自
動
車
税(

種
別
割)

廃
車
申
告
書
兼
標
識
返

納
書
の
様
式
は
、
町
税
務
課
窓
口
ま
た
は
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　
　

町
税
務
課(

担
当･

浅
妻)

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
32
︲
６
７
０
２

問

戸
籍
証
明
書
等
の
広
域
交
付
が

始
ま
り
ま
す

　
　

町
住
民
環
境
課(

担
当
・
山
本)

　
　

☎
32
︲
６
７
０
３

問

3
月
1
日
か
ら
、
本
籍
地
以
外
の
市
区

町
村
の
窓
口
で
、
戸
籍
証
明
書
や
除
籍
証

明
書
を
請
求
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

●

注
意
事
項

①
戸
籍
証
明
書
等
を
請
求
で
き
る
の
は
、

本
人
・
配
偶
者
・
父
母
・
祖
父
母
等(

直

系
尊
属)

・
子
・
孫
等(

直
系
卑
属)

の

戸
籍
証
明
書
等
で
す
。

②
戸
籍
証
明
書
等
を
請
求
で
き
る
方
が
、

窓
口
で
請
求
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

(

郵
送
や
代
理
人
に
よ
る
請
求
は
で
き

ま
せ
ん)

③
戸
籍
証
明
書
等
の
請
求
の
際
は
、
窓

口
に
お
越
し
に
な
っ
た
方
の
顔
写
真

付
き
身
分
証
明
書(

運
転
免
許
証
・
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
等)

の
提
示
が
必

要
で
す
。

●

で
き
る
こ
と

①
本
籍
地
が
現
住
所
か
ら
離
れ
て
い
る
方

で
も
、
最
寄
り
の
市
区
町
村
の
窓
口
で

請
求
で
き
ま
す
。

●

そ
の
他

　

本
籍
地
以
外
の
市
区
町
村
の
窓
口
に
戸

籍
届
書(

婚
姻
届
等)

を
提
出
す
る
場
合

等
、
戸
籍
証
明
書
等
の
添
付
が
原
則
不
要

と
な
り
ま
す
。

(

例)

婚
姻
届
を
本
籍
地
以
外
へ
届
出
す
る

　
　

場
合
、
転
籍
届
を
届
出
す
る
場
合
等

公
共
職
業
訓
練

(

総
合
職
業
科
1
年
コ
ー
ス)

を

開
講
し
ま
す

　

職
業
体
験
や
企
業
見
学
を
通
し
て
、
自

分
に
合
っ
た
就
職
を
目
指
す
職
業
訓
練
を

開
講
し
ま
す
。

　

学
卒
者
か
ら
離
職
者
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
方
が
受
講
し
て
お
り
、
過
去
3
カ
年
の

就
職
実
績
１
０
０
％
で
す
。

4
月
16
日(

火)

~

令
和
7
年
3
月
7
日(

金)

●

日　

程

●

場　

所

県
立
敦
賀
産
業
技
術

　
　
　
　
　
　

専
門
学
院

●

対　

象

求
職
者

●

費　

用

無
料

(

別
途
テ
キ
ス
ト
代
2
万
円)

●

定　

員

10
名

　
　

県
立
敦
賀
産
業
技
術
専
門
学
院

　
　

☎
22
︲
０
１
４
３

問

福
井
県
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　
　

町
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
Ｄ
Ｘ
推
進
室

(

担
当
・
稗
田)

☎
32
︲
６
７
０
１

問

　

福
井
県
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
は
、
県
及

び
県
内
市
町
で
登
録
さ
れ
て
い
る
手
続
き

を
24
時
間
３
６
５
日
ど
こ
か
ら
で
も
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
申
請
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
で
行
え
る
手
続
き

は
次
の
と
お
り
で
す
。

犬
の
死
亡
届
、
犬
の
登
録
事
項
変
更

届
、
犬
の
鑑
礼
再
交
付
申
請
、
犬
の
登

録
・
予
防
注
射
済
票
交
付
申
請
、
犬
の

予
防
注
射
済
票
再
交
付
申
請
、
国
民
健

康
保
険
関
係
書
類
送
付
先
変
更
届
、
国

民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
紛
失
届
・
再

交
付
申
請
書
・
限
度
額
認
定
証
再
交
付

申
請
書
、
国
民
健
康
保
険
異
動
届

︻
住
民
環
境
課
︼

子
ど
も
医
療
費
受
給
者
証
交
付
申
請

書
、
子
ど
も
医
療
費
受
給
資
格
内
変
更

届
、
子
ど
も
医
療
費
受
給
者
証
再
交
付

申
請
書(

紛
失
・
破
損
・
汚
損)

、
子
ど

も
医
療
費
受
給
資
格
喪
失
届
、
子
ど
も

医
療
費
助
成
申
請(

請
求)

︻
こ
ど
も
未
来
課
︼

下
水
道
使
用
者
変
更
届
出
書
、
下
水
道

使
用
届
出
書
、
下
水
道
世
帯
人
員
変
更

届
出
書
、
水
道
使
用
異
動
届

︻
上
下
水
道
課
︼

町
村
職
員
採
用
試
験
申
込

︻
総
務
課
︼

転
出
届
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

届
け
出
が
可
能
で
す

　

引
っ
越
し
の
際
の
転
出
届
は
、
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
を
通
じ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
届

け
出
が
可
能
で
す
。

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
方
は
、
転

出
す
る
際
に
町
役
場
へ
の
来
庁
が
原
則
不

要
と
な
り
ま
す
。

　

利
用
で
き
る
の
は
、
電
子
証
明
書
が
有

効
な
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の

方
で
、
日
本
国
内
の
市
区
町
村
に
引
っ
越

し
を
さ
れ
る
方
で
す
。
ご
自
身
の
引
っ
越

し
以
外
に
も
同
一
世
帯
員
等
の
引
っ
越
し

の
際
も
利
用
可
能
で
す
。

　

詳
細
は
、
デ
ジ
タ
ル
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
通
じ
て
転
出
届
を
提
出
し
た
際

も
、
別
途
転
入
先
の
市
区
町
村
窓
口
で
転
入
届
等
の

手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
　

町
住
民
環
境
課(

担
当
・
山
本)

　
　

☎
32
︲
６
７
０
３

問

↑デジタル庁の
　ホームページはこちら

　
　

☎
32

②
欲
し
い
戸
籍
の
本
籍
地
が
全
国
各
地
に

あ
っ
て
も
、
1
カ
所
の
市
区
町
村
の
窓

口
に
ま
と
め
て
請
求
で
き
ま
す
。

↑福井県電子
　申請サービス
　はこちら
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募
集･

申
請
等

　

町
農
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
は
、
野

菜
栽
培
教
室
の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

お
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●

内　

容

　

野
菜
の
栽
培
方
法
や
土
づ
く
り
、
病
害

虫
防
除
等
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。教
室
は
、

年
間
10
回
開
催
す
る
予
定
で
す
。

●

募
集
人
数

30
人(

先
着
順)

●

受
講
料　
　

無
料

●

申
込
期
限

3
月
15
日(

金)

●

申
込
方
法

　

町
農
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
ま

た
は
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

　
　

町
農
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
32
︲
６
７
１
８

問 野
菜
栽
培
教
室
の

受
講
者
を
募
集
し
ま
す

※
教
材
の
購
入
時
に
若
干
の
自
己
負
担
が
あ
り
ま
す
。

小
浜
線
利
用
促
進
・
北
陸
新
幹
線

敦
賀
開
業
記
念
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
す

Ｌ
Ａ
Ｋ
Ｅ　

Ｆ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ
を

開
催
し
ま
す

イ
ベ
ン
ト･

行
事

美
浜
町
歴
史
文
化
館

第
15
回
企
画
展
を
開
催
し
ま
す

○
美
浜
に
残
る
北
前
船
の
波
跡

2
月
6
日(

火)

~

5
月
12
日(

日)

●

日　

時

町
歴
史
文
化
館

●

会　

場
町
歴
史
文
化
館(

担
当･

小
牧)

☎
32
︲
０
０
２
７

問
　

本
町
に
伝
わ
る
北
前
船
に
関
す
る
歴
史

と
文
化
財
を
紹
介
し
ま
す
。

●

内　

容

ふ
く
い
桜
マ
ラ
ソ
ン
２
０
２
４
を

開
催
し
ま
す

3
月
31
日
に
、
ふ
く
い
桜
マ
ラ
ソ
ン

２
０
２
４
を
開
催
し
ま
す
。

　

福
井
市
内
及
び
坂
井
市
内
で
長
時
間
の

交
通
規
制
を
実
施
し
ま
す
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

交
通
規
制
等
の
詳
細
は
、
大
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ふ
く
い
桜
マ
ラ
ソ
ン

　
　
　
　
　
　

実
行
委
員
会
事
務
局

☎
０
７
７
６
︲
20
︲
０
５
２
８

問

↑大会ホームページ
　はこちら

教
室･

講
座･

説
明
会
等

悩
み
ご
と
総
合
相
談
会
が

開
催
さ
れ
ま
す

3
月
9
日(

土)

午
前
9
時
~
正
午

●

日　

時

●

会　

場

二
州
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

●

対　

象

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方

●

費　

用

無
料

二
州
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
22
︲
３
７
４
７

問 ●

そ
の
他

　

予
約
が
必
要
で
す
。
電
話
ま
た
は
専
用

の
申
込
フ
ォ
ー
ム
か

ら
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

(

締
切
:
3
月
6
日(

水))

3
月
の
自
殺
対
策
強
化
月
間
に
合
わ
せ

て｢

悩
み
ご
と
総
合
相
談
会｣

が
開
催
さ

れ
ま
す
。
法
律
や
こ
こ
ろ
、
就
労
、
依
存

症
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
が
可
能
で
す
。

↑申込フォーム
　はこちら

健
康
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

開
催
し
ま
す

　
　

町
健
康
福
祉
課

(

担
当
・
幸
光)

☎
32
︲
６
７
０
４

問
　

町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
へ
生
活
習
慣

病
予
防
の
普
及
啓
発
を
行
う
こ
と
で
、
健

康
づ
く
り
実
践
者
の
増
加
を
図
る
と
と
も

に
、
健
康
づ
く
り
を
切
り
口
と
し
た
地
域

づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を
設
け
る

た
め
、
次
の
と
お
り
健
康
づ
く
り
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

3
月
24
日(

日)

午
後
1
時
30
分
~
4
時

●

日　

時

は
あ
と
ぴ
あ

●

会　

場

　

・
健
康
づ
く
り
実
践
者
表
彰
式

　

・
健
康
み
は
ま
21
報
告

　

・
健
康
支
援
ア
プ
リ(

地
域
あ
い
あ
い

　
　

ポ
イ
ン
ト
ア
プ
リ) 

説
明

　

・
ヘ
ル
シ
ー
お
や
つ
試
食
会

　

・
健
康
支
援
ア
プ
リ
・
体
組
成
計
体
験

　

・
講
演

　
　
︻
テ
ー
マ
︼

　
　

い
ま
、
糖
質
の
摂
り
方
を

　
　
　
　
　
　
　
　

見
直
す
と
き
！

　
　

~
健
康
な
お
菓
子
の
食
べ
方
と
は
~

　
　
︻
講
師
︼　

　
　

森
永
製
菓
株
式
会
社

　
　
　
　

健
康
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
所
員

●

内　

容

↑詳細はこちら

路線バスで交通系ICカードが利用できるようになります

※お問い合わせ先 福井鉄道㈱乗合事業部　 　☎0778‐21‐0703
　　　　　　　　　町住民環境課(担当･武田)　☎32‐6703

町内を走る路線バス ( 若狭線・菅浜線 ) で、

｢I
イ コ カ

COCA｣ をはじめとする交通系 IC カードが利用

できるようになります。現金を出す手間を省くこ

とで、スムーズに乗り降りができます。

　また、ICOCA の他に、9 種類の全国相互利用

可能な交通系 IC カードも利用できます。

　なお、現金での支払いも今までどおり可能です。

◆開始日と対象区間
開始日：2 月 24 日 ( 土 )

対象区間：福井鉄道バスの若狭線・菅浜線
※チョイソコみはまでも利用可能です。

◆利用方法
　乗車時と降車時に IC カードを専用の読み取り

部にタッチするだけで、バスを利用できます。

　あらかじめ IC カードに現金をチャージしてお

くことで乗車区間の運賃を自動的に精算します。

【乗車時】
乗車口付近の青色の

リーダーに IC カードを
タッチ！

【降車時】
運賃箱付近の黄色の

リーダーに IC カードを
タッチ！

　
　

町
ま
ち
づ
く
り
推
進
課(

担
当
・
藤
田)

　
　

☎
32
︲
６
７
０
１

問

　
　

町
観
光
誘
客
課(
担
当
・
中
瀬)

　
　

☎
32
︲
６
７
０
５

問

○
つ
な
が
る
美
浜
駅
！

　
　
　
　

行
こ
う
よ
！
お
い
で
よ
！

3
月
16
日(

土)

午
前
10
時
~
午
後
3
時

●

日　

時

は
ま
び
よ
り
、
Ｊ
Ｒ
美
浜
駅

●

会　

場

　

臨
時
ハ
ー
ト
フ
ル
朝
市
、
町
内
各
種
団

体
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
に
よ
る
出
店
、
豪
華

景
品
が
当
た
る
抽
選
会
、
美
方
高
校
と
連

携
し
た
ガ
チ
ャ
旅
等

●

内　

容

　

美
浜
町
レ
イ
ク
セ
ン
タ
ー
の
開
業
1
周
年

及
び
北
陸
新
幹
線
敦
賀
開
業
を
記
念
し
、

当
日
限
定
の
イ
ベ
ン
ト
ク
ル
ー
ズ
や
キ
ッ
チ

ン
カ
ー
等
、
家
族
で
楽
し
め
る
催
し
が
盛

り
だ
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

3
月
17
日(

日)

午
前
9
時
~
午
後
4
時

●

日　

時

レ
イ
ク
セ
ン
タ
ー

●

会　

場

　

電
池
推
進
遊
覧
船
で
の
イ
ベ
ン
ト
ク
ル
ー

ズ
、
飲
食
販
売
ブ
ー
ス
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
、

大
道
芸
人
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
等

●

内　

容

nimoca PASMO

TOICA SUGOCA

PiTaPa Kitaca

ICOCA

Suica

【10種類の全国相互利用可能な交通系ICカード】

manaca はやかけん

　

Ｊ
Ｒ
小
浜
線
利
用
促
進
及
び
北
陸
新
幹

線
敦
賀
開
業
を
記
念
し
、
Ｊ
Ｒ
美
浜
駅
周

辺
で
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

↑詳細はこちら

◆ICOCA販売場所とチャージ可能場所

 JR 敦賀駅のみどりの窓口・券売機販売場所

JR 敦賀駅のみどりの窓口・券売機、
大手コンビニエンスストア 等

チャージ
可能場所

JRおでかけネット 検 索詳細は で Check!
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芸
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ふるさと昔
よもやま話
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問
　
　

福
井
県
園
芸
体
験
施
設

　
　
　
　
　
　
　

(

園
芸
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｏ
の
丘)

☎
47
︲
６
１
６
２

　

他
に
も｢

ひ
な
祭
り
お
子
さ
ま
ラ
ン
チ

づ
く
り｣

や｢

春
の
天
ぷ
ら
ラ
ン
チ
づ
く

り｣

、｢

春
の
ス
ウ
ィ
ン
グ
ス
ワ
ッ
グ
づ
く

り｣

等
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を
用

意
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
予
約
が
必
要
と
な
る
体
験
メ

ニ
ュ
ー
は
、
開
催
日
の
1
週
間
前
ま
で
に
、

Ｆ
Ａ
Ｘ(

47
︲
６
１
６
３)

ま
た
は
メ
ー
ル

(engei-ken@
pref.fukui.lg.jp)

で
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

美
浜
町
子
ど
も･

子
育
て

　

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
催
し
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

3
月
10
日(

日)

午
前
10
時
15
分
~
11
時
15
分

●

日　

時

●

場　

所

は
あ
と
ぴ
あ

○
育
児
講
座｢

パ
パ
と
遊
ぼ
う
！｣

●

内　

容

　

お
父
さ
ん
な
ら
で
は
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

な
動
き
で
、
親
子
で
体
を
動
か
し
て
楽
し

く
遊
び
ま
し
ょ
う
。
お
母
さ
ん
や
祖
父
母

の
方
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

町
子
ど
も･

子
育
て

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー(

担
当
・
山
田)

☎
32
︲
０
１
９
２

問 ●

講　

師

林
昇
平
氏

(

き
ら
き
ら
く
ら
ぶ
理
事
長
、

　
　
　
　

子
育
て
マ
イ
ス
タ
ー)

●

対　

象

　

町
内
在
住
の
0
~
2
歳
児
の
親
子

(

保
育
園
・
幼
稚
園
の
お
子
さ
ん
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
で
き
ま
す)

●

申　

込

2
月
19
日(

月)

~

　
　
　
　

3
月
6
日(

水)

(143)

　

若
狭
国
吉
城
歴
史
資
料
館
で
は
、4

月
14
日
ま
で
冬
季
ト
ピ
ッ
ク
ス
展｢

美

浜
町
制
70
周
年
記
念

国
吉
城
址
と
美

浜
町
の
歩
み｣

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

昭
和
29
年
2
月
11
日
、福
井
県
三
方

郡
南
西
郷
村
・
北
西
郷
村
・
耳
村
・
山
東

村
の
4
村
が
合
併
し
て
美
浜
町
が
誕
生

し
ま
し
た
。本
町
で
は
、こ
れ
ま
で
国
史

跡
の
興
道
寺
廃
寺
跡
や
続
日
本
１
０
０

名
城
の
国
吉
城
址
を
は
じ
め
と
す
る
文

化
財
の
保
存
・
活
用
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。国
吉
城
址
の
保
存
・
活
用
事
業
の

拠
点
と
し
て
、若
狭
国
吉
城
歴
史
資
料

館
が
平
成
21
年
に
開
館
し
、昨
年
累
計

入
館
者
が
10
万
人
を
突
破
し
ま
し
た
。

　

今
年
、美
浜
町
は
町
制
70
周
年
、当
館

は
開
館
15
周
年
を
迎
え
ま
す
。本
号
で

は
、当
館
の
開
館
15
年
の
歩
み
を
振
り

返
り
ま
す
。

　

当
館
は
、町
史
跡
で
あ
る
国
吉
城
址
と

佐
柿
の
歴
史
的
な
町
並
み
を
紹
介
す
る

ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
と
し
て
開
館
し
、主
に

次
の
事
業
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

・
年
間
4
回
の
企
画
展
示

・
年
間
6
回
の
国
吉
城
歴
史
講
座

・
調
査
報
告
書
や
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
、パ
ン
フ

  

レ
ッ
ト
等
の
刊
行

・
学
校
等
団
体
向
け
の
史
跡
・
展
示
解
説

・
マ
ス
コ
ミ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、Ｓ
Ｎ
Ｓ  

  

等
を
通
じ
た
見
ど
こ
ろ
紹
介

・
御
城
印(

国
吉
城
は
御
城
朱
印)

や
御

  

城
印
帳
等
グ
ッ
ズ
の
開
発
・
販
売

・
イ
ベ
ン
ト
や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
へ
の
参
加
・

  

協
力

　

特
に
、
国
吉
城
歴
史
講
座
は
歴
史

に
ふ
れ
る
機
会
と
し
て
、毎
年
多
く
の

方
々
が
受
講
し
て
い
ま
す
。本
講
座
は
、

国
吉
城
の
歴
史
ガ
イ
ド
養
成
を
目
的
と

し
て
、開
館
以
前
の
平
成
18
年
に
開
講

し
ま
し
た
。国
吉
城
址
の
見
学
や
座
学

だ
け
で
は
な
く
、発
掘
調
査
現
場
の
説

明
会
や
親
子
を
対
象
と
し
た
発
掘
体

験
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
、さ
ま
ざ
ま
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、平
成
19
年
か
ら
開
始
さ
れ

た
県
内
の
山
城
を
の
ろ
し
で
リ
レ
ー
す

る｢

古
里
を
の
ろ
し
で
つ
な
ご
う｣

に
毎

年
参
加
し
、さ
ら
に
令
和
3
年
に
始
動

し
た｢

ふ
く
い
城
巡
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト｣

に
も
加
盟
し
、県
内
の
城
郭
関
連
団
体

と
連
携
し
た
活
動
を
展
開
し
て
い
ま

す
。近
年
は
地
元
の
方
々
の
協
力
を
得

て
、国
吉
城
址
の
見
ど
こ
ろ
の
1
つ
で
あ

る
シ
ャ
ガ
や
ハ
ン
ゲ
シ
ョ
ウ
の
手
入
れ
、

ま
た
、国
吉
城
址
・
当
館
の
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
や
ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
等
、新
た
な

魅
力
の
創
出
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

本
展
で
は
、本
町
に
お
け
る
国
吉
城

址
の
保
存
整
備
・
活
用
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。ま
た
、毎
年
5

月
に
佐
柿
区
が
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト｢

国

吉
城
ま
つ
り｣

が
昨
年
で
開
催
か
ら
20

年
を
迎
え
ま
し
た
。こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
歴

史
も
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。皆
さ
ん
の
ご

来
館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

︵
若
狭
国
吉
城
歴
史
資
料
館
︶

↑  大河ドラマ ｢ 江～姫たちの戦国～ ｣ 放映記念の国吉
　城歴史講座 ｢ お江の時代と国吉城 ｣( 平成 23 年 2 月 )

川
﨑
　
和
美
（
久
々
子
）

松
下
　
幸
子
（
久
々
子
）

三
宅
　
宏
　
（
大
　
藪
）

高
木
　
勝
美
（
新
　
庄
）

田
波
　
耕
　
（
竹
　
波
）

短
　
歌

美
浜
町
短
歌
協
会

和
や
か
に
月
に
一
度
の
歌
会
は

　
　
　
　
笑
顔
あ
ふ
る
る
楽
し
み
の
時

手
狭
な
る
我
が
家
に
う
か
ら
う
ち
揃
ひ

　
　
　
　
和
や
か
な
り
し
宴
と
な
り
ぬ

和
や
か
な
素
敵
な
笑
顔
と
物
腰
に

　
　
　
　
辰
年
も
ま
た
あ
の
方
手
本

年
の
瀬
や
満
月
ゆ
る
り
登
り
来
る

　
　
　
　
忙
し
き
日
々
の
心
和
み
ぬ

娘こ

の
親
に
な
り
て
三み

と

よ

十
世
を
語
り
種ぐ
さ

　
　
　
　
長
き
短
し
今
は
相
和
す(

継
父)

国吉城歴史資料館
開館 15 年の歩み

～冬季トピックス展に寄せて～

辰
歳
歌
会 ｢

題
詠

和｣

●

定　

員

20
組

○
祝
延
伸
！
北
陸
新
幹
線
ケ
ー
キ
作
り

　

待
ち
に
待
っ
た
北
陸
新
幹
線
を
ケ
ー
キ

で
リ
ア
ル
に
再
現
し
ま
す
。
世
界
に
1
つ
、

あ
な
た
だ
け
の
北
陸
新
幹
線
を
楽
し
く

作
っ
て
、
お
い
し
く
食
べ
よ
う
。

3
月
10
日(

日)

・
16
日(

土)

　

午
後
1
時
~
3
時

●

日　

時

●

費　

用

１
,
８
０
０
円

●

申　

込

予
約
が
必
要
で
す
。

●

定　

員

各
日
8
グ
ル
ー
プ
・
家
族

※
グ
ル
ー
プ
の
場
合
は
、2
~
3
名
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

園
芸
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｏ
の
丘
の
催
し
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

　

北
陸
新
幹
線
県
内
延
伸
記
念
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
す
。

○
恐
竜
サ
ン
ド
ア
ー
ト
づ
く
り

　

色
砂
を
積
み
重
ね
た
グ
ラ
ス
に
、
花
材

や
ミ
ニ
パ
ー
ツ
を
飾
り
付
け
ま
す
。
可
愛

い
恐
竜
の
世
界
を
作
ろ
う
。

　

・
3
月
10
日(

日)

　
　

午
前
10
時
~
11
時
30
分
／

　
　
　
　
　
　

午
後
1
時
~
2
時
30
分

・
3
月
16
日(

土)

　
　

午
前
10
時
~
11
時
30
分

●

日　

時

●

費　

用

１
,
０
０
０
円

●

申　

込

予
約
が
必
要
で
す
。

●

定　

員

各
回
6
名

里
親
制
度
オ
ン
ラ
イ
ン
説
明
会

(Z
o
o
m

)

を
開
催
し
ま
す

　

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
り
、
家
庭
で
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
な
い
子
ど
も
た
ち
を
家

庭
に
迎
え
、
成
長
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
里
親

に
つ
い
て
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

3
月
23
日(
土)

午
後
1
時
~
2
時
30
分

●

日　

時

●

対　

象

里
親
制
度
に
関
心
の
あ
る
方

●

申
込
期
限

3
月
15
日(

金)

福
井
県
家
庭
養
護

推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク(

福
さ
と)

☎
０
７
７
６
︲
50
︲
３
６
７
２

問 ●

申
込
方
法

　

氏
名
、
電
話
番
号
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

を
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
送
付
く
だ
さ

い
。
参
加
方
法
や
資
料
等
を
送
付
し
ま
す
。

①
申
込
フ
ォ
ー
ム
か
ら

②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(h

ttp

://r.go
o
p
e.

jp
/fu

ku
sato

)

の｢

イ
ベ
ン
ト
予
約｣

か
ら(

福
さ
と
で
検
索)

③
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
ら

(

０
７
７
０
︲
50
︲
３
６
７
３)

●

内　

容

　

里
親
制
度
の
説
明
や
県
内
の
里
親
さ

ん
の
養
育
体
験
談
、
登
録
ま
で
の
流
れ

等
、
さ
ま
ざ
ま
な
疑
問
や
不
安
に
お
答

え
し
ま
す
。

↑申込フォーム
　はこちら


